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1 説明文を 読むとき 大切なのは?

ア 字の 数を 数えること イ 早口で 読むこと ウ 絵だけ 見ること

エ 段落どうしの つながりを つかむこと こたえ 

2 「まず」の 後に よく 続く言葉は?

ア「次に」「最後に」 イ「たとえば」だけ ウ会話文 エ「しかし」だけ

こたえ 

3 ①まず 材料を 用意する。

②次に、それを よく まぜる。

③最後に、オーブンで 焼く。

この文章は 何を 説明している?

ア作る 手順(順 序) イ気持ちの 変化 ウ登場人物の 性格 エ場所の 地図 こたえ 

4 「段落」とは 何の まとまり?

ア一つの 字 イ一枚の 絵 ウ一冊の 本 エ一つの 内容の まとまり こたえ 

5 長い 説明文に 付く「見出し」の 働きは?

ア 字を 飾る ため イページを 増やす ため ウ 絵の 代わり

エその まとまりの 内容を 短く 示す こたえ 

6 ①リサイクルは 大切だ。

②たとえば、古紙は 新しい ノートに 生まれ変わる。

②の段落の 役わりは?

ア新しい 話題に 変えている イ ①を 打ち消している ウ ①に 反対している

エ ①を 具体的な 例で 説明している こたえ 
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7 「たとえば」で 始まる段落の 役わりは?

ア話題を 変える イ文章を 終わらせる ウ 具体的な 例を あげる エ 反対の 意見を 言う

こたえ 

8 説明文の「終わり」に 多いのは?

ア関係ない 話 イ長い 例 ウ新しい 問い エまとめや 筆者の 考え こたえ 

9 「そして」「それから」は 何を つなぐ?

ア 順に 起こることや することを つなぐ イ 例と まとめ ウ会話と 地の文 エ 反対のこと

こたえ 

10 ①ツバメは 春に なると 日本に やってくる。

②では、なぜ わざわざ 海を こえて 来るのだろうか。

③それは、日本の 春から 夏に、えさに なる 虫が 多いからだ。

③の段落の 役わりは?

ア ①を 打ち消している イ新しい 問いを 出している ウ ②の 問いに 答えている

エ ②と 同じ 問いを くり返している こたえ 

11 説明文の「初め」の 部分に 多く 書かれるのは?

ア 筆者の 名前だけ イ関係ない お話 ウ 答えの まとめ エ話題や 問い こたえ 

12 「だから」「それで」のように、前が 理由・後が 結果に なる つなぎ方を 何という?

ア逆接 イ対比 ウ 順 接 エくり返し こたえ 

13 「しかし」「でも」「ところが」は 何を つなぐ?

ア前と 反対のことを つなぐ イ 順 序を 示す ウまとめる エ 例を あげる こたえ 

14 説明文の 目的は?

ア作り話で 楽しませること イ 感想文に すること

ウものごとを 分かりやすく 説明すること エ 読む人を こわがらせること こたえ 
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15 ①ツバメは 春に 日本へ 来る。

②一方、ハクチョウは 冬に 日本へ 来る。

②は ①と どんな 関係?

ア 違いを 比べている イ ①と 同じことを くり返す ウ ①に 反対する

エ ①の 理由を のべる こたえ 

16 「しかし」で 始まる段落は、前の段落と どんな 関係?

ア前の 例を あげる イ前を まとめる ウ前と 同じことを くり返す

エ前と 反対のことを のべる こたえ 

17 一つの 段落に、中心と なる文は 普通 いくつ?

ア 十 個 ある イ数えられない ウまったく ない エ 普通 一つ こたえ 

18 ①日本には 四つの 季節が ある。

②春は 花が 咲き、生き物が 動き出す。

③夏は 気温が 高く、植物が よく育つ。

②と③の段落は 何を している?

ア ①に 反対している イ問いを 出している

ウ ①の 内容を 季節ごとに 詳しく 説明している エ ①と 関係のない 話を している

こたえ 

19 文と 文を つなぐ「つなぎ言葉」の 働きは?

ア文どうしの 関係を はっきりさせる イ 絵の 代わりに なる ウページを 増やす

エ 字を 飾る こたえ 

20 ①これから、リサイクルの 仕組みを 説明します。

この 一文の 役わりは?

アこれから 話す 話題を 示している イ前に 反対している ウ 例を あげている

エ前を まとめている こたえ 
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こたえ　しょう4 こくご「説明文を 読む(段落の 関係)」 その3

1  エ 段落どうしの つながりを つかむこと

2  ア 「次に」「最後に」

3  ア 作る 手順(順序)

4  エ 一つの 内容の まとまり

5  エ その まとまりの 内容を 短く 示す

6  エ ①を 具体的な 例で 説明している

7  ウ 具体的な 例を あげる

8  エ まとめや 筆者の 考え

9  ア 順に 起こることや することを つなぐ

10  ウ ②の 問いに 答えている

11  エ 話題や 問い

12  ウ 順接

13  ア 前と 反対のことを つなぐ

14  ウ ものごとを 分かりやすく 説明すること

15  ア 違いを 比べている

16  エ 前と 反対のことを のべる

17  エ 普通 一つ

18  ウ ①の 内容を 季節ごとに 詳しく 説明してい

る

19  ア 文どうしの 関係を はっきりさせる

20  ア これから 話す 話題を 示している


